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子どもの自主性の育成と親の自己受容
一一母子共同のおもちゃ作りによる親教育の可能性と問題点一一
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I はじめに
今日の受験戦争は，青少年の健全な成長をゆがめてい
るとよくいわれる。それは家庭内暴力.非行， 自殺，登
校拒否などの形で表面化している。家族の育児観，教育
観，価値観とそれに基づく態度や言動は，それらをかζ
む心理的.社会的環境を反映している。したがって社会
状況や学校教育上の諸問題と，チ供に対する一般の親た
ちの態度，考え方とを切りはなしてとらえることはでき
ない o それにしても問題の表面化した家庭における.
子どもに対する親の共通した態度として，学業成績，進
学，学歴など、学業"に関して著しいこだわりをもち.
その反面.子どもと心の交流をもち， 子どもの立場に共
感したり理解したりしようとする姿勢が乏しいことがあ
げられる。子どもの立場とは無縁に過熱化し，独走する
親のこのような態度は.高学歴志向の潮流と，学校教育
への貌の過信または期待過剰によって形成されたものと
いえるかもしれないが，親から受けるこのような期待を
負担に感じた子どもが，親に理解と援助を求めるとき，
多くの貌は子どもの立場の理解も要求の受容もしないで，
逆に拒否してしまうように恩われる。これらの現象のす
べてが受験戦争からきているわけでもないし.子どもの
もつ問題が織だけによ ってっく り出されたわけでもない
であろう。しかし，子どもの要求や興味を無視して，彼
らを受験戦争へとかりたてている殺に対して，むしろ子
どもたちの内からの発達の可能性を信じ，自発的な活動
の教育的可能性を認め，そういう活動を子どものために
用意してやることのでき る殺を育てるこ とは，今日の親
教育の最も重要な課題であろうと恩われる し，また，あ
る程度は可能であろうと思われる。以上のような問題意
識をもって，筆者たちは1976年に幼稚園児をもっ母親た
ちのための学習会を組織した。 1年目には講義を中心と
した税にとっては受身的な集まりを試みた。 2年目には
自由討論形式をもちいて，殺が気がねなく積極的に参加
できるような話し合いの場をつく りだそうと した。その
結果l年自のいわば知的アプローチよりも.2年目の「井
戸端会議方式Jと呼ぶにふさわしい感情的な解肢を目傑と
するアプロ一千の方が，子どもの自発的な活動を認め，
これを育てることのできる親になるためには，効果があ
るという結論を得たJI}
本研'先は，以上の成果をふまえて，より積極的に幼児
とその母親との共同のおもちゃ作りの場をつくり.その
中で母親に，自分の子の自主的な活動の能力を認識し，
かっそれを育てていこうとする態度を養わせようとする
試みについての報告である。
I 自主的で積極的な子どもを育てるための手
段としてのおもちゃ作り
教育の根本的な目的は.先にものべたように.自分の
目で見，自分の頭で考え，自分の体でたしかめながら，
自分自身のものの見方や生き方をきずいていく自主的で
たくましい人間の育成であると筆者たちは考え，こうし
た教育のあり方を追求するために. 4 -6歳の幼児のた
めに「おもちゃ作リグループJを組織した。おもちゃ作
りは，子どもに とって遊びそのものであると同時に，遊
びの道具を作るための仕事であって.遊びと仕事と学習
が統ーされた活動では主いかと考えたからである。
こうした活動をはじめるにあたっての主な仮説と指導
方針とは次のとおりである。
1_仮 税
(1)問題解決め態度と能力一一
H・もちゃ作りはその過松に含まれる解決されるべき諸
???
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問題を通じて，子どもたちに，問題に気づき，問題を鋭
祭し.仮説をたて，それを検証するというデューイ的な
窓味での探究の僚会を与えるのではないかア}
(2)ねばり強さ一一
チどもは.Jヨもちゃ作りそのものを直接の目的として，
つまリ，円分が作ろうとしているおもちゃに動機づけら
れて，相当の身体的精神的苦痛にたえるのではないか。
(3)自信と意欲一一
このような苦労のあとの成功の喜びが白{，1とやる気を
育てるのではないか。
(4)感情の解放一一
おもちゃ作りは.子どもたちの抑圧された感情を解放
するのに有効ではないか。
(5)手先の2器用さ一一
5. 6歳の Fどもでも.おもちゃ作りを通じて，大人
用の大工道具等をかなり使いこなせるようになるのでは
ないか。
2.指導方針
(1)作られる必もちゃのタイプ
①作ったら.それで栄し〈遊ぶことのできるもの。
②作る過縫において.きけることのできない，しかし，
克服するだけの価値のある問題(閤維)があらわれてくる
もの。この問題は一定の雑しさをもっていなければなら
ないが，機しすぎてもいけない。
③なるべく Fどもたちが日常生活においてみつけられ
る材料を用いるもの。あき!iこ，あきかんなど。経済的
にも意義がある。
④の 1)とハサミと紙などではなく.本格的な材料と遊
山を多<1変うもの。
⑤チどもの心埋的解放を促すとJ担、われるもの。(家，て
っぽう，水遊びの道nなど)
@子どもの心理的解般を促すと忠われる作業を多〈含
むもの。(切る.たたく，わる，ねじまげる，はじくるな
ど)
(2) 大人のかかわリカ
①各回ごとに作る必もちゃを一応決めておき，かんた
んな見本を朗，立する。しかし. (-ともたちは ~IJのものを
作ってもよいし，何も作らなくてもよ、、
②jド雑する.叱責する，からかうなどはもとより，日秀
;YJ.， 暗示などもできるだけさけ，また原則として，手伝
わないで..(-ども自身が向分で作るという態度を大切に
する。
③子どもの発想.作業.進行状j兄作品の仕上がりな
どをvr定的に評価する。
重
( 2 ) 
学
(例〕
0否定的評価にもとづく励まし
「あと 15分しかゑぷl_。がんばらないと之主主心l_.J
o肯定的評価にもとづく励まし
fあと15分あるからね。がんばったらできるぞJ
④直接的な励ましよりも， . Active Lis ten ing"を参考
にしたことばかけを多用する。
〔例〕
0 直接的な励まし
「先生， ζの板，かたくて切れへんJ
「かたくっても.がんばったら切れるよ。しっかり.
がんばって/きあ，元気だして IJ
O ‘Active Listeninどを応用したことばかけ
「先生，こののこぎりさっぱリ切れへん。手カ川、と う
てかなわんd
「そうかあ，あんまり切れへんか， どーれ.うあー ，
予がまっかになってるなあ，いだそうやなあ IJ
⑤こう した基本方針にもとづいて行なわれるおもちゃ
作りの意義(可能性)について親を啓蒙し，家庭でも同じ
ように指導できるように働きかける。
3.おもちゃ作りの成果
このようにして行なわれるおもちゃ作りが，はじめに
述べたような幼児の態度と能力の芽生えを養うのに大変
有効であることを筆者たちは，ますます確はするように
なってきている。しかし，このことについての詳細な紹
介と検討は次の機会にゆずり，きわめておおまかに，そ
の骨子を強理しておくことにとどめたい。
(1)このようにして行なわれるおもちゃ作りは， 子ども
たちに解決されるべきいろいろな問題に対する敏感さを
育て， じっくりと状況を観察し，思いつきを 肉分でたし
かめてみようとする態度を育てるのに有効である。(しか
し， 5， 6 I~~の幼児に対して，思いつき一-{反説ーーの
「ねりあげ」を期待しすぎてはいけない。)その結果，チど
むたちは自分自身の知識と技術を創造する。
(2ド子どもたちは，作られるおもちゃの魅力にひかれ
て，大人の予想以上めねばり強さを示す。たとえば.あ
る4歳の!}}の Ht65分かかって，厚さ 1.5cm幅24cmのラ
ワン材を切るのに成功した。
(3)苦労して自分でしあげたのだという満足感が子ども
の向信とやるうえの大きな源である。
(4)無意殺がJな抑圧や緊張をもっていたチの多くが.お
もちゃ作リの中で自然にそれらの抑圧や緊鋭から解肱さ
れていった。
(5) 5， 6歳の幼児でも，大人用ののこぎり，かなづち.
図ー1 自動車づくり
切出しナイフなどをかなり上手に使いこなす.ただし，
きり.ベンチなどは腕のカの弱い子にはむずかしいニと
が多い。
(6)子どもたちはおもちゃ作。の中で，笑際的見地から
つまり，助け合い，教え介いの必要性と有用性を体験す
ることによって，自然に社会伎をのばす。
一言でいえば.上のようにして行なわれるわ・もちゃ作
リは，子どもにと って遊びとして受けとめられ， しかb，
それを通してさまざまなカを発達させていく活動である
と思われる。
[[ 本研究の目的と方法
1.研究の目的
われわれの親教育の同様fj.，先にものべたように.チ
ども自身のもっている内から党達する力を認識し，その
ff.義と可能性を肯定的にとらえ，これを気長に守りrて
ることのできる貌になって もらうことである。そして，
そのために，母親が向分自身の fどもを相手に，上に笠
瑳されたような方針でおこなわれるおもちゃ作りの指場
をする経験の場を提供したのである。
本研究は，こうした幼児とその母殺による共同のおも
ちゃ作りの経験が.上の貌教育の目標の実現のために布
労jかどうか.有効とすればどの侵度に有効なのか.また
限界があるとすれば.それはどのような原因によるのか
等について検討することにある。いいかえると， ~JI.教ff
における母子共同のおもちゃ作りの意義(または可能性)
とむずかしさ(または限界)を明らかにしようとするのカ〈
この小諭の目的である。
2.研究の方法
(1)対象となる幼児と母親，および指導者.スタッフ等
この共同のおもちゃ作りグループに参加したのは，大
( 3 ) 
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阪市内の私立M幼稚園の4歳児および5歳児計18名とそ
の母親12名である。全体の指導はf在者らのうち堀があた
り.学生数名がスタッフとして参加した。中谷と金森は，
共同製作時にはスタッフとして加わり，隔週におこなわ
れる母意見たちの話し合い(反省と次回の計画等)のときに
は，母親のグループに加わった.(褒ー I) 
(2)活動内容
活動l立i且1図各1時間半おこなわれた。作られたおも
ちゃは，段ボール箱のロポットと家，水でっぽう，バチ
ンコ台，たこ，木の突でっぽう，けん玉等である。活動
のようすt;.VTRに録画して， 一週必きに母親たちはそ
れを耳IJ~で見て，反省等の資料とした。母親たちがこの
ように話し合いをしている週は.子どもたちは，スタ ッ
フらと共に製作する。なお，われわれのおもちゃ作りの
指導方針を，幼児の募集時，および随時母親たちに説明
しておく。
本研究が指導の対象にしているのは，以ヒのように1978
年 5月-79年 2月においておこなわれた計25回の活動で
あるが.翌年度のより積極的な活動.すなわち母親たち
自身のイニシアチプで行なわれた共同のおもちゃ作りの
経過をも参考にしている。
(3)観察の観点
母親たちの成長(または変化)の 土う すlム能者たち
の共同製作時の観察記録と VTRによる紋日tij，およびV
TRを凡ているときなどの母親の反応の記録 (筆記およ
び録音)等によ って分析された。
われわれの期待したのは，先にのべたようなわれわれ
の指母方針を母線たちが体得し実行できるようになることで
あるが.これを以下のような角度から観祭し記録するこ
とにした。(幼児の活動記録は別にとる。)
①子どものしようとすることを見守る行動と発言
イ.子どもの発恕の出て くるのを待つことができるか。
礼子どもの包ーぃ分をきえき'らずに.故後までき くこ
とカずできるか。
ハ，級の期待している こととは別のことをしようとす
るのを容認、できるか。
ニ，T-どもをほったらかしにしない古、どう か。
ホ，子どもを巧みに誘導(または操作)しようとしない
か。
へ.子どもの{士~をとってしまわないか当事。
②子どもをほめたり.励ました qする行動と発言
イ，子どもに悠日'，(iったり，休部iを加えた りしないか。
ロ， 子どもをパカにした り，からかったリしないか。
ハ，チどもの失敗を余裕をも ってみつめることができ
るかどうか。

どもを生ぜしめるのは，たいてい統たちが子どもの性質
を理解しないがためである。さもなくぱ続たちが自分向
身の性質を了解しないために問題の子どもを生ぜしめる
のである.Jt剖
ニイルによれば，問題の子ども(aproblem child)の
背後には必ず問題の親がいる。一般に大人は因習，性の
抑圧， しつけ，道徳などにより長い間束縛され訓練され
て育ってきた。その結果さまざまな心理的抑圧をもって
いる。こういう大人は無意織的不安からのがれるために.
何らかの権威にしがみついて生きている。彼らには自分
自身にたいする信頼から生まれた自信がない。あるのは，
せいぜい既成の価値観を窓織的.無意議的にとり入れる
ことから得た自信にすぎない。彼らは子どもを所布物視
し，権威主義的な態度で子どもにのぞむ。なぜなら彼ら
は自分自身を信頼できないのと同じように.子どもの内
的発達を信頼することができないからであるJ削
したがって.母線自身の向己認識と自己受容という鋭
点からも観察することにしたのである。
(1)自分自身をみつめる行動と発言
イ，自分の失敗や欠点に気がつくか。
ロ，自分自身の妥を見つめることができるかどうか。
ハ，ポーズをとらないか等。
(2)自分自身を受け入れる行動と発言
イ.自分の失敗や欠点を笑ってながめることができる
か。
ロ，自分の失敗や欠点を人前にさらけだすことができ
るか。
ハ，自分の失敗や欠点を子どもや他の人などのせいに
しないか。
ニ(-どもにからかわれて腹を立てないか。
ホ家族とくに夫を'受け入れているか等。
さらに補足的なものとして.母貌自身がおもちゃを作
ることの楽しさに気づき.軍事んで作ろうとするかどうか，
という観点を加えて記録をとることにした。
W 事例
1，かなりの効果がみとめられたケース一一Aの渇合』一一
この母親は，前年のインフォー7 ルな話し合いグルー
プにも参加したが.その後隣の市へひっこしたため， f-
どもの帰宅後どんなに急、いでも10分は遅刻した。しかし.
大へん熱心に出席し.欠席 したのは25回中 2回だけであ
った。後半になると開始時刻前に到着することも しばし
ばであり. また.夫や近〈にすむ祖父母もいろいろと協
( 5 ) 
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力してくれるよ うになった。
彼女は前年のおわりには，わが子の受容ということを
一応は頭の中では理解できていたように思われる。また，
一般的に子どもよりも毅に問題があることが多いという
ことにも気づき始めていた。ところが2年目になって，
じっさいにおもちゃ作りの相手をしてみると，たちまち
子どもから織がられてしまい，不承不承，別々のものを
はなれて作るようになった。また.0分も作ってみると，
思いのほかむずかしいということにも気づかされ，少々
ショ yクを受けたように思われる。しかし次第に.子ど
もの拒否や抵抗にも肢をたてず，むしろ微笑しながらな
がめた?.向分自身が作るおも しろさにひきつけられた
リするようになる。最後には，おもちゃ作りのスタ yフ
とほとんど同しようにわがチの相手ができるようになり.
しかも.そのように成長した向分自身をうれしく 思うよ
うになった。
次年度(1979年)の母規が中心になってすすめられたお
もちゃ作りグループには，チどもの病気その他で9月か
ら参加する。しかしその間数ヶ月の聞に. ~7サニ後返し，
子どもの行動にたいしてイライラ しているようすが見ら
れた。これには約半年のZE内.および附ちをむつ下の1乙
がいっしょにくるようになってその子に}をとられ， じ
っくりと姉の )jにかかわるのがむずかしくなったという
ことも原因であると与えられる。
さらにその包年(1980年度)の.よその家の幼児を指導
するグループにも積極的に参加している (表-2) 
2，十分な効果のみられなかったケース一一Fの場合一一
Fには li援ちがいの2人の息子があり，とbに幼児教
室のおもちゃ作りグループに参加していた。2人に共通
していることは，いわゆる「おちつきのなさJであり， と
くに兄の方は若干のどもリが見られた 作品は兄弟とも
平均以下のできぱえて二とくにi!:.芯.の集中の安ボされる
仕事が不得手であった。必Lしろいことに彼らは.大き
なダンボールでできた家の中に入るこ とを好み.その中
では，長比刊日jおちついていることがで島た。
母親の参加の仕方できわだっているのは，遅刻IJe欠席
の多いこと， とくに， I~Õ し合いよりもJU，oJ裂作の過には
それが白也っていることで，この活動にたいする彼女の
心理的低抗がかなり大きなものであったニとをうかがわ
せる。
共同製作に必ける行動の特徴li. (-どもといっしょ に
笑うことが全くなしまた.大声でHじると t、うこともほ
とんどなくて.むしろ.気の毒なほどn分をjqJえ，と
くとくと言いきかせようとするニとであった (とものn
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表-2 A (33オ)の場合 一…長女(5歳)，次女(3歳)
活動
時期|内容 | 全体的在ょうす 子 どもを見る目 自分自身を見る g
τl :. 
10 
月
中
匂
トー 一一ー
? ?
?
?
，??
??
?
???
?
?
理里子止もに興味守もち、
いつも楽しそ4陀や今てく
る.
&5し合いのあとでほ、す
すんでヨ ップを君主今て帰る
共
同
の
1~月たつと r r 怠母害んとい。しょに
伶らん方がいい』といい古すねん.自分自t
思うたと怠りにしたいんですねん.考えが
や勺1句ちがい古すねん.Jと、思いがけ
在い平どもの反応に、 少しと曹どうτいる
よJうすを信す.その後2人で縫れて作qた
り、共同で作った旬、いろいろと飲してみ
る.
rj釘を11ったり、ノヨをひいたりする
の、子どもがしτ脅たのを見てもわから
在か勺たけれど、自分でしてみたらむず
かしいですわ.考えてするいうたら、む
ずかしいを.Jと索直に，0の内辛口にす
る.
「幼穐咽町七夕さんに『妹11..，かめかわ
いがらんと、私もお母害んにかわいが4
てほしい.Jと、・いたと教えTくれτJ
と、日どろの想.1:1:問ー がーあるEとに気
づく.
時網M*ても司国作をやめ | わが子が;;IC./tッフに抱音ついて泣いてい| 水鉄砲の鰻作で、布が水骨吸っτzコ
をい自分の療に気づいて以 |たが、績で、むしろほほえみ在がらみてい|スヨに在ってし書い鴛く.その後0'1&苦し
来、領度を改める. Iる. I合いで「むずかしいですね.布の巾は狭
1作に使える廃品を毎週 1rで子どもが勝手に十-1"宇キリを出|い方がいいですかね.私、持4て帰って
持弓てくる. Iして使.，-rいる.私も慣れて、ああ遊んで|怠じいちeんに見せたら『己れは幅が広
いる在、 ぐらいに思う.Jと作品置では子|す官る』といわれま した.Jと現のアド
どもの健1を留めτいる. Iパ4且をうれしそうに伝ナ.
子どもMゴJ.版に興味をもち、夜 11時l スタッ7の作。たダンポールの断簡を
15分量でほる. r r紛穐咽あるから』 川 俊勺た版画をみて、 「私もしてみたいoJ 
うても、『ねえへん』いうから、主人と rlとい"J.
させといτゃるか』と.そのBはお風呂にI r己乙内来るのが昨年よりも、私自身た
も入らんで.満足したんですね.J 1のし く在勺だ.子 どもと同じよ ':'IC嫌
鰻終固に 2人で1つの凧を作る.怠母さ| しみで、来るBは鯛阜ょうから用意しT、
んは、子どものやり方を弓け入れ、考え通|幼穐11へむかえに行勺τから くる.も今
りに書せτ、手伝う. 1 とあ勺たらいいのに残念ですJと最後の
感想を曾う.
ち
?
?
?
タリ見守具合では、母規
教室の出し物 r7匹目子ゃ
ぎJの1・小さい子ゃぎを
由自演する.
母寝教室主催の構演会Ic'
・開阜く来て、 ・6町脅する。
'79 
10 
月
月
??
??
子どもの眼の治相"<nため1 tIi (小1)はほ勺ておいてもやる気満々
休み.( 5月-9月 ) 1在ので、嫁(4才 )にかかりっき"になる.
規子ともに療しそうにや|鎌前方には、釘を打ったり、 のと ぎ句を使
ってく る.毎回材制(廃品)1今たとする ときにも、 子どものペースにあ
をもってくる.も勺てきた|わせて作業する.
材斜宇それぞれに分甥して| 飾似守Y ガを概んでいると、 「乙ん在的
箱1:入れる。 1ぽか句恨んでJと非費量ナる.
の
会
.先してあとかたずけを
する.
クリス.."'IC 1孟母親教室
の・IJr大寺在肯ずJに、 ド
ラえもんに在っτ登場する
そしてたのしんでいる.
主棄とはいつもいっしょに作業を し子どもに
あわせている.しかし、商事には「包ねえち
ゃんIJと、鋭〈呼ぴ'"止のEと11寺発し
たりする.心圃匝病争もつ憐といq しょをのl
で、どうしても妹に手がかか旬、舗が熱心
にしてい在かうたり、芳え込んだり、うる
弓ろ動寺田っていると、骨つく注意してし
主う. しかし、そん在ときには、き主り婦
そうに笑 うζとが多い.
す ぐに仕事をみつけて然中する.
ダ"'I!(ー ル傭でで骨た署1!:<n.IJをした
り、ベYキの後し主つ在ど、地味在仕事
をみつけT、 自分からすすんでする.
近所由子どもを集めT版画の指導を し、
自憎がついて量たと療しく報告する.
父親のほ今たプムIi&も持$して敏露す
る.
竹からひどを作る在ど鰻気のいる作業
もする.
自分自身似たのしんでいる.も
ち
宇
作
り
発的な行動を大切にという方針を理解し，それを実行 し
ようと努力するようすが見てとれるのであるが.子ども
の方はそのような態度に耐えきれず離れてしまうことが
しばしば見られた。 そのうち， こうしたようすを翌週に
ふり返ってみること(とくにVTRに映された自分たちの
姿を見ること )に苦痛を感じるようになる。しかも，子ど
(年令は1978年4月現在 〉
もを非雑するのではなく， 自罰的に「反省してます」とい
うこと ばを何度も使うようになる。共同製作時には，欠
席したり，終わり近くになってやってきたりする。
この母親11，育児や教育に関するま轟演会には積極的に
出席 し，熱心に質問したり，自分の意見をのべた りする。
しかし，発言を始めると長q と同 じことを 自己中心的な
( 6 ) 
表現でのべることが多い。しゃべらないと不安でいられ
ないのではないかという印象きえ与えることがある。発
言だけをとりあげれば，かなり進歩したように恩われる
がじっさいには，子どもの相手をするようすにはほとん
ど進歩が見られない。彼女は，その進歩のない自己を自
覚しているらしいが(自己認識).しかし，そのありのまま
の自分をそのままに受け入れるのが苦痛で，欠席がちに
なっていると恩われる。 Aの場合は苦笑し，半ばあきれ
ながらそのような自分を客観的にみつめ受け入れる心の
余裕をもっていたのであるが. Fの場合にはそれが見ら
れず，むしろ，ありのままの自己をみつめることから逃
避しようとしたといってよい。
そうした態度の原因が何であるのかは定かではないが，
自分自身の育てられ方(後に彼女は.r私の母はきびしく
て.私は母の愛情を知らずに大きくなったような気がし
ますJともらしている).家庭問題(しゅうと夫婦と同居).
宗教上の悩みなどによる心理的抑圧が推測される。
なお彼女は，前年度の話し合いグループにも参加して
いるが，やはり十分な効果はみられなかった。翌年度の
母親主導のおもちゃ作りグループではこの傾向がますま
す強くなり，むしろ痛々しくさえ感じられた。しかし，
さらにその翌年の他人の子を指導するグループでは，前
年度より比較的よく出席し.笑顔もみられるようになっ
てきている。わが子の相手をしなくてもよいということ
も原因かもしれないが，彼女自身の内面的なおちつきの
ためかもしれない。(表-3) 
V 結果の考察
上の観察の諸観点にわたって各回ごとに，母親たちの
子どもとのかかわりと，話し合いにおける発言内容につ
いて検討し.その 1年間の変化を整理したのが表-4で
ある。それぞれの項目における発言と行動の頻度を集計
するだけではなしその質的な変化にも特に注意が払わ
れて評価きれている。子どもの受容に関していえば.[OJ 
は，われわれの指導方針の一応の理解と実践能力の水準
に達していると恩われることを示し.rXJは，われわれの
立場から見て.ほとんどの1島合に望ましくない言動が見
られたことを示している。 l例として「①.子どものしよ
うと していることを見守る行動と発言Jという項目では.た
とえば.子どもがみんなの作っているのと同じ必もちゃ
を作りたくない場合に，不承不承ではあ っても子ど もの
意志を認め.苦笑しつつ相手になるという段階にまで達
していればrOJ.何とかして他の子と同じものを作らせ
ようとするが，むりやりにとい うわけではない場合には
( 7 )
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r 6J.長々としつこく説得したり誘導したりする場合(ど
なったり手をあげたりする場合は言うまでもない)には
rXJというように評価する。また.自己受容のf91Jとして
自己の失敗や欠点を例にとると，自分の失敗に気づき，
しかもそれを笑って受け入れることができた場合にrOJ.
それらに気づくが必ずしも笑ってすますことができずに
いる場合にr6J.そして，それらに気づかなかったり，
気づこうとしなかったり，また気づr，、てもそれをかくそ
うとしたり，子どものせいにしたり，あるいは，その場
から逃避したりした場合にはrXJという ように評価した。
表-4を簡略化したのが表-5である。この衰のa群
の3人は子どもを受け入れ，その自発的な行動を育てよ
うとする態度において向上のみられた親であり. b群の
4人は期待したほどには向上のみられなかった親であり，
c群の 5人は，ほとんど向上の認められなかった続であ
る。 a群の親たちは，自分の養育態度にいくつかの問題
点のあることに気づき， しかもそれを人前で自ら話題に
することができるようになった。彼女たちは，おもちゃ
作りのときには.子どもの「つもりJをじっくリと聞き.
自分の見通しと子どものそれとが呉なる場合， 子どもの
やり方を先に試し，子どもの失敗を心の余裕をもってな
がめ，また家庭でも干渉と世話を しすぎないようにする
ことができるようになった。c群の親iま，子どもにも言
い分のあることを認めず.子どもの発想や「つもり」を無
視し，説得.誘導.おどかし，そして物理的なカでもっ
て.子どもを従わせようとする態度からぬけ出すことが
で・きなカ‘った。
a群の親たちは，すなおに自分の非を認め，それを人
前にさらけだし.他の人といっしょになって笑うことが
できた。 b群の親lム D. EとF. Gの2組に分けられ
る。 DとEの場合1.1，親自身が創作能力にすぐれている
けれども. 子ど もの能力を正当に評価することができな
かった。 01ま，われわれの方針を頭ではよく理解できて
いて.自分の態度を常にみつめているように恩われた。
FとGも，われわれの「幼児教室jの意図を理解していた
が，自己を正直にみつめ，その姿を人前にさらけ出すこ
とがむずかしいという点では c群の親の大部分と一致
していた。とくに，ケーススタディで指摘されたように.
Fの場合は，家庭内に問題をもち，また自分の生育廃に
も問題をもっていた。 c群の税のうち. 1とJは話し合
いの席では自分自身をわリあいすなおに話題にし.自分
のありのままの姿をユーモアをもって笑うことができた。
しかし，対象となる子がいずれも末っ子であり， しかも
かなり年をとってからの子であったためか，チどもをい
つまでも小さい「おちびちゃんjのままにしておきたいと
児 童
?
F (32オ)の場合一一一長男(5自主).次男(4歳)(同じ敷地内にyJ夫婦.義弟家族が住む)
全体的在ょうす | 子どもを見る目 | 自分自身を見る目
欠席や遅刻剖多い. r絹 1 r今ちの子どもは、私踏が多いのにび勺，1 rちらか今ていても、子ども剖何か考
人敬.'"鹿』唖どに積極的1<句した.鋭明してもらっτいる<l'l1C人目lえてやろうとしτいるんだ在、という余
恒出席寸る. 1気持ちも考え在いでJと、不満そうに結対絡が出て来書した.J在ど、内容的には
「形よく作るだけが楕い 1 r下町二f-ICしようという意欲が在いみたjよい莞曾をする.
勺1Iいですね.Jと、見本|い.お兄ちeんと比べると.私から嶋れへ1 r豹東について私は量ぴL<しつ吋す
どお句作ろうとする. Iん.Aん在一生吋んめいや勺τら勺しゃる|ぎたλたいで反省しτるんです.Jとい
のに.Jと、兄や他的子と比厳する. I"Oよ今に、いつも「反省している」とい
子どものγイデ7をみとめず、 rl:.うしlういい方をする.自問的在己とばも多い.
在いとダメよ.Jと、子どもに考え害せよl語尾が笑いでまぎれてしまう.
うとするよ旬、母の意図どお"に動かそう
とする.主たくどくど鋭明サる.
「ス今日んが4、さく τヨセヨセ Lτいる
みたいに親は包うてるんで寸割、何か意味
があるらしく勺て、よくひと句で考えて作
。てい室す.Jとか「子どもとい勺しょに
やってλ ると、子どものζ とにいろいろ気
がついて勉強に在均ます.Jというよう在
発曾が見られる割、表直的できl!1!l在.告が
ト一一一目
も
する.
号車曾白書辛閣が僅虫歯IC~< 、1 r昔母さん、ポタ0>1:.とはポタでちeん1 rで官在かうたらしょんぼりすると己
問じととをく円返し魁す. 1と十るからを.1(タお母害んのこと何も曾|ろがあるんで、私がζ とぽ出してるんや
?
???
重た、表現出自己中心的で|えへん.，!(タのしてる ζとも何も曾今たら|ろと恩勺て反省してるんやけどねえ.っ
ち |ある. Iいかんよ.Jと兄白方にも曾われたので、|いつい出しτし主い付わ.Jと、自分
あいかわらず欠席剖事い.1令然手をかけ在か令たんですよ.そしたら|を見つめはじめる.しかし、深刻在表情
1 
月 1 .. 
2回も S回もひもがぬけて、己とぱ出して 1IC在勺たり、うすら笑い守うかべた句し
いいもんか、出事んもんか思勺たけど、も|在剖ら錯す.
;I!.II..，とくわと包勺て.Jと、子どもから
トー一一
事E絶されて・.;/sッタ守受ける.
り
作るときの出席家、がだん| 弟出方にも短絶されて、ど号してよいか1 r下町人、私とちょ勺とは在れたみた
だん感く在る. 1わから在いでいる. 1いですね.rお母きんとい勺しょや勺た
「ζ白人にゴム飯どιに 1 r子どもに刃物もたせる加乙わ~，ですね.J 1ら赤ちeんと恩われるからいややからは
売っτいるのと聞いて、き |と、子どもの能力を信じる乙とができ在い|在れとく』いうて、」と癒す。
っそく買いに行勺た.彫刻|でいる. 1 r自分のやり方を反省しτい輩す.乙
万もね. 2人分.Jと、意 1 r舶に版画世作ると春、よ由子出『字を|と111つ1つ剖身Kしみるいうか……」
自量的κ努力L-rf'l;ろうとす|反対に・くのど在いしたらいいの?Jと倒1 r上1C1λれても、下町方にあまり1入
作
12 
月
?
?
る. いたんです.幸のういただいたおすしの上|れ在か今たと ζろがあ勺τね.1.トIC在勺
伺セロ 7 T !/を見て、 fあ〉そ弓や、 ι;1て反省している.J在どとととばのよの
や』とひ..，<句返していた.子ども今τず|反省M多〈、中己中心的在表現を寸る.
勺と頭町中にあるんや在と恩。た.J e， 1 rはじめのEろ、先生剖rcxコ世作り
子どもについての発見を話..，.. 1重しょ奇. Jというとe、上申人は勝手
してわが主主みたい在ととるが見えまし
た.それを私は神経質に在る程注意した
んです.J重た、 「ピーマンが繍い今て
曾われたら、電4か唯らず毎日出し主した.
きつい慣でしょ"O.Jとか、 『主人には
主人的考え剖あるんでしょうけど、わた
しそん在的全然聞か在いみたいです。」
在どというよう在 Eとをケ白 lJと曾うが、
自分自身由療に気づ告はじめている.
実在批判した旬、拒否したりするιと
ぱが出τくる.
『私反省してるんです.Jという Eと
ぱがひんぱん庄でる.
(8 ) 
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表-3 つづき
時期
活動
全体的攻ょうす 子どもを見る目 自分自身を見る包
内容
胃の痢宮!l1C在る.休んだ の己ぎりを使う兄を手伝うため木骨却さ 休鰻中圧や勺て量て、畏い時間家庭内
旬、終わ町どるEや.，τ幸 ぇτいる制、おさえると乙ろをまち剖勺τ 由人間関係自績健在脱喝令、 t古と.弟ヲモ
'19 た旬、和l白Bにひとりだ吋 しさ今たので、子ども圧かんL..くをお ζ .とに対する不満、"に対するあわれλ
5 自
ゃうてきてsをして帰勺た される在ど、上田子制母現を支配し始め、 在ど話して帰る.
主 りする. ます吉す自信を在〈す.それに比例するよ 子どもたちが帰勺たあとでや勺τきて、
月 iI 鋼気回復後ー時期、ピY うに、兄がトヲ Yプ作"を途中でやめた時 他白メ Yパー(母親 )に自分割前吋も町
営 タσ、ず.，，，'"とグ、)-"'<7¥ など長々と脱教するようにuる。 にされたと不平を雪">.
の スカートとの明るい服装で 』血栓る晴日にやっ τ 骨て、 ~IJ<7\グルー
主p .加する. プに入りC_A 話して帰る.そ<7¥3日後IC
月 も 他的メ Yパーが自分担子 は自分の態度をわびIC(る.そのまた3
ち どもたちも指導してくれT 日後に f自分を反省L:I!わびとお礼をい
.. いるのに、モの間K近〈伺 いたくてJと電話をかけτ〈る.
作 園町演舎に出た均する. 始、夫、子ども (兄 )剖曾い争いをし
り タ";:f."，，;r.会的・IJICは出 て、子どもが梅子をふ句あげた己とを話
演し、子どもたちを笑わせ .，. r家庭内暴力ですわ.j と悲しそう
るよ奇在セ 1)7を曾う.I帽 に話す.
子骨骨置にか'"り役Iu'Sりきる。
(年令は 1915l'4月現在}
表-4 母税たちの変化
評価瓜目、 A B c 。 E F G H I K L 
子どものしよ今とす 行動内容 A →O x-O 品叫O ×→× '"品ー・o o-o "'-o ×→X ×→X ×→× ×→品 ×→ム
子 a る己とl'見守る 発言内容 凸-0 x-o x-O 品『ι o-"" o-"" 。 『ι x-・× x-"， ×ー・× x -x x-x 
ど
も b子どもをほめた句動. 行勧 x-o 品『品 X喝。 ι-"" '"弘ー・'"‘ ×司・"" 品『阜 x->ι x-・凸 x-o ョι-x X→X 
を 主した句する 発曾 '"‘ー・'"‘ x-O x-O o→a "'-'"‘ o-o o-o x-o o-"" x-x x-x X→'"‘ 
見
る 子ども由気持ちを豊 行動 x-o x-o x-O x-"" x-ー× '"・ ・ー" ""-0 ヲえー・3に x-x ×→A x-x ヲえー・、え
〆、 c
目子 けとめる 事E曾 d-O x-o 品-0 ""-ι ×→× o-o "'-" x-"， X_d x -ー× X→X x-o E 
も d家庭でのよ ヲすを袈 行動 "'-0 x-o x-"" x-品 o-・o x-o ""-o x-x × ー・× x-・× ×司× x-x 
σコ
~ わず 発曾 0-0 ι-0 ×→a x-o '"・ー・ζミ ι-x 品-'" x-x 4さ‘司・'"弘 x-o x-x ×→× 
N廿h 
行動 x-o x-o x-O x-品 ""-・o 4 司品 "'-" 》巳 4・x ×ー.x x-"， x-x x-x ) 総合評価
発 言 a→O x-O x-O "，-.c:込""-・ι "-" '"‘ー・£当‘ x-・4 "'-・'" x-x x-x x-o 
行動 ×→O x-c> x-o 0-0 。→o x→a 品叫品 ×→a x-o x-"，・ x-x X-X 
自 a自分自身をみつめる
分 発曾 品-0 x-o 4 →O O→O 。-0 x-x "，-o 。-o 0-0 x-o × ー・× ×ー×
自
身{ 行動 4 →O x-o x-o 0-0 。-0 x-"" "，-o x-o '"匙ー・'"‘ x-品 x-x ×→× 
を自 b自分自身を うけMる
見己 発 曾 A →O ι司。 "'-o 。-0o-o ×→× "'-o 、えー・ε2‘ 0-0 ""-0 x-x 、《 ・ーヲに
る受 行動 A →O ×→O ×司。 。→O 。→O ヨι→ι A →a x-ι o-'" x-o x-・x X→× 
自答) 総合野価
発 言 A →O a→O 品『。 。『。 。-0 x-x "-" x-o 0-0 "-0 x-・× 、えー・、え
自分自身楽しんで作る
o-O ×→O "'-0 。 喝。 0-0 x -x x-x d‘ー・.d与 "'-o x-x x-x 凸-o( :I!もちe作句への興味と竃欲)
(行動内容=共同盟作嶋田宮動
完曾内容=話し合いのと舎の発曹
????????
』
???
??
?
?
? ?
? ?
、
? ??? ???っ
? ? ?
? ?
?
????
( 9 ) 
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表-5 母 親たちの変化
1量
?
評価項沢き
a b c 
A B C D E F G H I J 玄 L 
子どもの 行 動 x-o x-O x.O x...:コ‘ Ll‘ー・Ll‘A....A Ll‘ー・.0・ x..x ×→X X→a X→X x..x 
受 容 発 言 A..O x-o x.O Ll‘ ・ーA Ll‘...0‘ Ll‘ ・ーLl‘ Ll‘ー・A x-・Ll‘ A-・Ll‘ x-・3ι X→X x-・Ll‘
行動 A→O X→O x-o 0-0 0-0 X明・A 品→ι X→A Ll‘ー・A X..A x..x x..x 
自己受容
発 言 A→O A-O A-O O→O 0-0 x..x A....A X....A 0→O A-O x喝 X x.x 
型軽 しんで作る A→O X→O A-O 0-0 0-0 x.x x -x A-・A Ll・+Ll‘ X唱 X x..x A..A 
L_ 
(記号は表ー2と同じ)
いう無意識の願望を抱いており，そのことには気がつか
なかった。このことは同じ条件の子をもっEにもみられ
た。この 3人(E， 1， J)は，このグループの中では最
も年長であった。 Hは，極端に自己中心的な性格て二 身
勝手な言動が目立った。 KおよびLは，自分で人前で作
ることに苦痛を感じ，いつも他人と比較し，わが子と自
分の失敗や未然さを特に気にした。他の人に作品を見せ
ることにも抵抗を示し，次第に欠席がちになっていった。
この母と子の共同の必もちゃ作りを始めてまもなく ，
母親たちは，子どもらから何らかの形で拒否された。 (1お
母ちゃんと作るのいやや/Jfお母さんはお話ししに行き
/ J等)，このような子どもの発言をすなおに受けとめ，
自分自身の日頃の態度に気づき. しかもその自分をユー
モアをもって受け入れるニとのできた母親t:i，子どもの
自発性を認め，それを喜んで受け入れることができた。
彼女たちは，次第にわが子のたくましさに気づき.その
成長を心から喜ぶようになり，そうした母親の変化は子
どもに反映して，子どもの自信を深め意欲を高めること
になった。この母親たちは，自分自身がおもちゃ作りの
楽しみを存分に味わったという点でも一致していた。彼
女たちは.幸福な家庭生活を営み，また，いずれも30歳
前後の若い母親であった。
，号、わしい向上のみられなかったのは.表-5にも現わ
れているように，自己認織と自己受容のできていない親
に多かった。(自己受容のできていると見られるD，E， 
Iは，この評価の時点では子どもの'変容において望まし
〈ない言動が多いが，翌年度の母親が中心となるわが子
のための自主運営のおもちゃ作りグループにも積極的に
参加し. しかも，少しずつ子どもの自発的な行動を育て
られるようになってきている。)彼女たちは，とくに共同
製作の週になると欠席と遅刻が目立ち(ただしチどもはい
つもの通りにやってくる)，人前で自分とわが子の能力が
あらわになること を恐れた。また.スタッフや他の母親
の前でわが子をパカにしたり叱りつけたりして.ますま
す自己嫌悪に陥っていったよ うである。共同製作時にわ
が子にくどくどと注意をくり返したある母親は.自分の
子どもが子どもたちだけで作るときには粘りづよくがんば
っている，と聞かされて信じることができず，あるときの
ようすを撮ったビデオテープ(彼女の子どもが苦労して
難 しい作業にとりくんでいる姿が20数分うつっていた)
を借りて帰ったのであるが，その次の週からぷっつ りと
来なくなってしまった。テープを返しに来たときの「先
生， うちの子は二重人格でしょうかJということばが，
彼女の自己認織と自己受容の欠除を端的に物語っていた。
母親の自己認識と自己受容が子どもに対する受容に先行
するということを示す典型的な事例であったといえるだ
ろう 。
VI 結 論
われわれの方針で行なわれる母子共同のおもちゃ作 り
は，何人かの母親たち(とくに若い母親たち)に.子ども
のた〈ましく自発的に行動する姿に気づかせ，これを育
てようとする態度を身につけさせる上で効果があったと
思われる。(われわれが使用している「子どもの発想.進
行状況，作品のできばえの肯定的評価j や， 1 Active 
ListeningJなどの技法を意識的に使う能力を身につける
というところまではいかなかったけれどもL彼女たちは.
子どもの可能性に気づくだけでなしこの活動の中で自
己を知 札 また自分を -'H~定的に受け入れ. そして活動そ
のものを楽しんだ母親たちである。
しかし一方， Fのケースにもっとも明瞭に現われている
ように.本人の誠意や意識的な努力にもかかわらず，あ
りのままの自己をみつめ，それを笑って受容することの
(10) 
できにくい親たちには.必ずしも期待したほどの効換は
見られなかった。その自己受容を妨げている原因として
は.夫婦関係と家族関係.生育歴，身体的陣容，社会的
抑圧などが推測された.そして， このことは，r子どもの
自主的な活動の意、殺を認めさせることを目的とする筆者
たちの親教育においては，講演や印刷物などによる知的
アプローチだけでなし観たちの感情のレベルにまで働
きかける実践が必要であるjという先行論文の結論を裏
づけるもの といえるであろ う。ついでにつけ加えると，
このグループの中途脱落者や望ましい効栄の上がらなか
ったもののほとんどが.前年度の気楽な「井戸端会綴方
式」を経験していない新参加者であった。
もっとも，こうした共同のおもちゃ作りが親教育にと
ってかなり効果はみられたけれども.このグループの子
らは他のグル_:プの幼児たちと比較して，自発1:，枯り
づよさ.道具ーの使用等において発達がおそかったという
ことは中。直につけ加えておかなくてはならない。:I~r，;J の
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おもちゃ作リは.母親の発達にとっては有益であったか
も知れないが.おもちゃを作る能力に似っていえば，母
級といっしょでないグループの子の方が.技術的にも，
意欲や発想の前でもよく伸びたのである。
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Summary 
The aim of parent education is， to the authors， tohelp parents reconsider their ways of bringing.up so that they may 
become aw釘eof the children's ability to develop from within and capable of fostering that development. This is a 
report on an experiment with a group of mothers and their preschool children for making toys， the activity which 
presumably wil attract them and promote their initiative if they are given as many opportunities to try any ideas for 
themselves as問ssible，and if they are encouraged by・thepositive evaJuation of their ideas. labers and works' and by 
. the active listemng.' 
The joint work of making toys by the mothers and children and the discussion about it by the mothers were conduct. 
ed alternately every week. In seven months some of the mothers showed a considerable progress in their attitudes 
towards their children. while litle growth was recognised釘nongthose who lack in desirable self.recognition and 
self.acceptance. Many of the latter had some troubles concerning their family life. life history. physical handicap. and 
s∞iaJ repression. These results deepened the authors' belief that the emotional approaches be indlspensable in the 
parent education as formulated above 
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